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初期評価プロファイル（SIAP） 
 

3-ピリジンカルボキサミド（ニコチンアミド）  

 

物 質 名 ：3-Pyridine carboxamide(Nicotinamide)   
化 学 式 ： C6H6N2O     

CAS No.：98-92-0  

 
SIAR 結論の要旨 

 
ヒトの健康  

ニコチンアミドはビタミンであり、哺乳類においてピリジン補酵素の合成に必要な成分である。本化学物

質はアミノ酸トリプトファンから体内で直接合成される。ヒトの外因性ニコチンアミドは胃腸管から容易に

吸収される。他の種において、全身の循環にはいる前に腸の微生物によりニコチンアミドはアミド分解され

るかもしれない。本化学物質は直接、またはアミド分解後、または尿中に代謝及び排泄後に NAD(P)に結合

する。ヒト及びラットにおける主要な代謝物は N-メチルニコチンアミドである。  

 
経口投与または皮膚塗布後におけるニコチンアミドの急性毒性は非常に低い：げっ歯類における経口 LD50 

は 3-7g/kg bw であり、ウサギにおける経皮 LD50は＞2000 mg/kg bw である。皮膚刺激試験はニコチンア

ミドに皮膚刺激性がないことを示している。ニコチンアミドは眼刺激性物質である。ヒトばく露からの証拠

はニコチンアミドが皮膚感作性物質でないことを指摘している。  

 
4週間の経口毒性試験において、215及び1000 mg/kg bwを投与された雄ラットは処理期間の一部で体重増

加及び食物摂取の有意な減少を示した。全処理動物において組織病理学的に軽度の肝臓小葉中心性肥大を伴

って、肝臓重量は増加した。これらの影響はニコチンアミド処理への順応反応であると考えられた。高用量

群の雌において、骨髄外の造血が報告された。この試験から導かれた NOAEL は 215 mg/kg bw である。

この試験における雄及び雌の生殖腺に対する影響は検出されなかった。  

 
発生毒性試験はラットにおいてニコチンアミドと同様な生理学的機能、並びにニコチンアミドと比較でき

る動態を持つニコチン酸を用いてラットで実施された。この試験から導かれた母性毒性の NOAEL は体重に

対する影響に基づいて 200 mg/kg bw/日（ニコチンアミドの 198 mg/kg bw/日当量）であった。生殖毒性及

び発生毒性に関する NOAEL は胎盤及び仔（雄だけ）の体重の重要な減少に基づいて 200 mg/kg bw/日（ニ

コチンアミドの 198 mg/kg bw/日当量）である。催奇形性影響は観察されなかった。  

 
ニコチンアミドはバクテリア株で変異原性物質でないと考えられる。哺乳細胞における染色体影響は報告

されていなかった。in vivo 小核試験において、染色体異常影響は見られなかった。このようにニコチンアミ

ドは変異原性物質ではない。  
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ヒトにおいて、嘔吐物のある場合か、またはない場合の吐き気は急性ばく露後の主な影響であって、一般

的に 5g/日を超える用量後に見られた。持続する影響は報告されていない。  

  

環境  

ニコチンアミドは蒸気圧が 31.4hPa(25℃)の固体であり、水溶解度は 691-1000g/L で、logKow は

-0.38(22℃)である。大気中の光酸化の半減期は 2.23 日と計算される。ニコチンアミドは主に水に分配され

るだろう(Mackay レベル Ⅲモデル)。加水分解はアミド結合の安定性に基づいて予想される。ニコチンアミ

ドは容易に生分解される(1 週間以内で 100%)。logKow に基づいて、ニコチンアミドは生物濃縮が予想され

ない（算出された生物濃縮係数は 3.162）。土壌への吸着力の潜在性は低い（予想された logKoc は 0.97）。  

 
ニコチンアミドの魚における 96 時間 LC50は＞1000 mg/L である。ミジンコに対する 24 時間 EC50は

＞1000 mg/L である。藻類（Scenedesmus subspicatus、72 時間ばく露）の試験において、事実上、生長

は 初の 24 時間の間で見られなかった。72 時間 EbC50及び ErC50は＞1000 mg/L であった。微生物阻害

の EC10は 4235 mg/L である。  

  

ばく露  

ニコチンアミドは食物及び餌における補給食餌として、並びに化粧品中に検出できる。消費者は経口及び

経皮によりばく露されるかもしれない。吸入及び皮膚接触を通して職業ばく露の可能性がある。  

 
ニコチンアミドの生産及び加工により生じる水圏区画へのばく露の可能性がある。  

  

勧告  

本化学物質は現在の所、追加の研究の優先度は低い。  

  

勧告の理論的根拠、並びに勧告された追加の研究の特徴  

本化学物質は現在の所、危険性が低いので、追加の研究の優先度が低い。しかしながら、本化学物質は眼

の刺激物質であることが認められている。  

 

 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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